

















万人（言語障害 121 万、音声障害 75 万人、





































































　平成 27 年 7 月時点での日本人の人口は、
125,234,000 人であった。年代別には、65 歳
以上の高齢者が増加傾向で、出生数は過去























後天性難聴 acquired hearing 
loss
重症度（軽度・中等度・重度）




















口の 1/3、2060 年には人口が 8,600 万人、未
成年が人口の 1/5 となる（平成 26 年人口動
態調査、文献欄に記載）。こどもの数は、乳
幼児 0-2 歳 316 万人・3-5 歳 317 万人、小学
生 6-8 歳 320 万人・9-11 歳 340 万人、中学生




















の 1％とすると 29 万人と推定できる。器質・
表２．ライフ・ステージ（年代）別のコミュニケーション障害と理解・表出面



































































のが 1.6 万人と推定できる。dysarthria は、
脳卒中や頭部外傷の 1 割で 12.4 万人、神経





























成人の言語障害 先進国の有病率 0.1 〜 0.4%：106,000 人（18 歳以上の 0.1%） 106,000 人
音声障害 成人・小児の有病率１%：752,000 人 752,000 人
小児の構音障害 語音障害（3 〜 5 歳）の有病率 5%：156,000 人
語音障害（6 〜 17 歳）の有病率 1％：134,000 人





神経難病に伴う dysarthria（神経難病の 50%）：102,000 人
脳卒中に伴う dysarthria（脳卒中患者の 10%）:124,000 人
247,000 人
吃音 3 〜 5 歳の有病率 1.5%：47,000 人
6 〜 17 歳の有病率 1%：134,000 人
18 歳〜 100 歳の有病率 0.5%：529,000 人
710,000 人
小児の難聴 軽度難聴を含めた有病率 12 〜 15％：2,650,000 人（13.5%）
( 中等度以上の難聴の有病率 1.6%、高度難聴は 0.08%)
2,650,000 人








障害 346 万人（言語障害 121 万、発声障害

































者数は 10 億人、3 億 6,000 万人にあたる。こ
れに対して、わが国におけるそれぞれの有病
率は約 20％および 10％と全世界より高率で、
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